
與那武岳金兄小

1. 與那武岳　抱きみぶす　金兄小よ

　（ｻｰｻささがゆぬﾋﾔﾙｶﾞﾋｰ　ｻｰｻﾕｲｻｶﾞﾕｲｻ）

2.狭道がまんな　出逢いやみぶす　金兄小よ

3.出逢うたりゃまい　またまいみぶす　金兄小よ

4.のうすでぃてぃがうや　ゆびが夜や参まだたんがよ

與那武岳に住む抱いてみたい金そざさん

狭い道で出会ってみたい金そざさん

出逢ったけれどまた逢いたい金そざさん

どうして昨日はおいでになりませんでしたか

ゆなんだき　　　　だ

＜解説＞

　　　金そざの恋人が、金そざへの恋する想いを語っています。
　　　恋人の家へ毎晩通って来ていた金そざですが、当番のため行けない夜がありました。
　　　翌日、恋人は自分がどれだけ金そざのことを待ちわびていたか、その様子を金そざに訴え、
　　　一生を共にすると誓います。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜宮古＞

☆「中六」は、「中」を押さえた後の中指先を軸にして、
　　中指先の横側で「六」を押さえられるように手を動かします。
　　指を離さずに押さえましょう。

（本調子）

ゆなんだきかにすぅざがま

かにすぅざがま

かにすぅざがまいばんつ いじゃ

いじょ かにすぅざがま

ゆ　　んみゃ

「中」 「六」
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1. 與那武岳　抱きみぶす　金兄小よ
　（ｻｰｻささがゆぬﾋﾔﾙｶﾞﾋｰ　ｻｰｻﾕｲｻｶﾞﾕｲｻ）

2.狭道がまんな　出逢いやみぶす　金兄小よ

3.出逢うたりゃまい　またまいみぶす　金兄小よ

4.のうすでぃてぃがうや　ゆびが夜や参まだたんがよ

①

②

③

④

與那武岳金兄小 （本調子） 「尺」＝｢尺」 歌：合　老　四　上　中　尺　工　六
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